
発電方式に関する説明書　（記載例）

（注）あくまで記載例ですので、書きぶり、数値や●、▲、■が記載されているところは、適宜修正してください。


太陽光発電設備のシステム構成については、以下のとおりです。

（１）太陽電池モジュール
設置する太陽電池モジュールは下記の通りです。
① 単結晶シリコン型太陽電池モジュール　●W ×●枚（●kW)
② 単結晶シリコン型太陽電池モジュール　▲W ×▲枚（▲kW)
　　　　太陽電池モジュールは、 ①は●直列、②は▲直列を１回路とし、合計■回路単位で各逆変換装置へ接続します。
　　　　太陽電池モジュールの合計容量は①＋②＝■kWとなります。

（２）逆変換装置（PCS）
　　逆変換装置は、定格出力●kWのものが●台設置され、合計●kWとなります。
　　太陽電池モジュールの出力をＡＣ440Vに変換後、太陽光送電盤の交流集電盤に接続されます。

（３）太陽光送電盤
太陽光発電電力の集電と昇圧を行う太陽光送電盤が●式設置されます。
低圧側の交流集電盤には、１式あたり●台の逆変換装置が接続されます。
中間変圧器でＡＣ440VからＡＣ6.6kVに昇圧され、既設特高受変電所に送電します。

既設特高受変電所に送電後は、既設の所内電源系統を通じて構内で自家消費されます。

